
令和８年度新潟地方最低賃金審議会 

第３回新潟県最低賃金専門部会 

議事要旨 

 
〇開催日時  令和８年８月３日（月） １４時００分～１８時００分 

 

〇出席状況  公益３/３ 労働者側３/３ 使用者側３/３ 

 

○主な審議事項 

１ 最低賃金に係る審議について 

（１） 使用者代表委員の意見（要旨） 
引上げ額＋38円／引上げ率3.6%／改定後金額1,088円（現行1,050円） 

 

提案根拠（主な参照データ） 

 日商・東京商工会議所「中小企業の賃上げ・賃金改定に関する調査」 
スライド12：地方小規模企業の賃金上昇率 3.56%  

→ これを主要根拠として採用 

 1,050円 × 3.56% ＝ 37.38円 → 切り上げ 38円 

 新潟県内企業86.3%が小規模企業（中小企業庁データ）であることから、地域実
情に最も合致すると判断 

 新潟県の物価上昇率（過去1年平均）：2.2% 
 提案の3.6%は物価上昇率を+1.36ポイント上回り、生計費改善にも配慮した水

準 

 

懸念事項 

 賃上げ率の2極化：1%未満が26.75% 、5%以上が21.4%（スライド11） 
 回答企業の66.3%が「防衛的賃上げ」（スライド7） 
 最低賃金の一律強制適用により、中小・小規模事業者への過大な負担が倒産・休

廃業増加、求人前年割れ・求職者増加（パート求人倍率低下）と関連している可

能性を示唆。 

  

（２） 二者協議後の経過 
 労働者代表 64円⇒新潟県毎月勤労統計調査（パート現金給与、 

2025年10月～2026年5月前年同月比平均）の成長率を 

乗じて切り上げ 

 使用者代表 40円⇒新潟労働局職業安定課「定例雇用情報」 
6月掲載のパート希望賃金平均1,090円と 

現行最低賃金との差額 

 労働者代表 ６３円⇒小数点以下を切り下げ 



 使用者代表 44円⇒専門部会第1回資料4・スライド12 
「賃金改定率 地方4.20%」を適用 

 

最終的に労使それぞれの提示額として、使用者側から44円、これ以上の引き上げは

できないとする提案に対し、労働者側から63円これ以上の引き下げできないとの提

案。労使双方の隔たりが19円で、話合いによる差額の解消は困難であると判断された

ことから、公益見解が示される見通しとなった。 

 

３ 今後の日程について 

    次回、第４回専門部会 ８月５日（水）９時３０分から開催し、公益委員見解を提示予定。 

 

※公開状況：傍聴人７名  報道関係者 １社１名 

 


